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隆起型胆嚢癌
gallbladder cancer (polypoid type)

3）胆嚢癌，胆管癌

症 例 1  70代，女性．上腹部違和感で発症．

A　造影CT矢状断像（動脈相） B　造影CT矢状断像（平衡相）　

吉満研吾

図1-A：強い濃染を呈する小結節が複
数みられる（→）．
図1-B：明らかなwashout（→）が観
察され，壁との境界に明らかな遅延性
濃染はみられない．m～mpのT1病
変であった．
最終診断  多発T1胆嚢癌

3-21 吉満先生

T1強調斜冠状断像（VIBE法，平衡相）　

参考症例

図3　60代，男性　大きなコレス
テロールポリープ
A，B：底部に淡い早期濃染を呈し
（A；→），わずかながらwashoutを
呈する3cm弱の腫瘤がみられる
（B；→）．腫瘤基部の壁が広範に遅
延性濃染を呈していたため（B； ），
漿膜下浸潤のある癌が疑われたが，
限局性腺筋腫症により同部に壁肥
厚を来したコレステロールポリー
プであった．腫瘤の範囲よりもさ
らに広範囲に壁濃染が広がってい
る点が症例2との違いである．

A　造影CT冠状断像（動脈相） B　造影CT冠状断像（平衡相）　

図2：隆起病変の基部に弧状の遅延性濃染（→）が明瞭であり，
漿膜下浸潤を示唆する．T2の胆嚢癌であった．
最終診断  T2胆嚢癌

症 例 2  50代，男性．無症状．

3．胆道・胆嚢 　　523隆起型胆嚢癌

隆起型胆嚢癌の一般的知識と画像所見
隆起成分主体もしくは腔内突出型の胆嚢癌は，比較的浸潤度の低いものが多い．いわゆる広
義の“ポリープ”と呼ばれるものにも含まれうる．病理学的には乳頭状腺癌の比率が高く，隆起
主体の間は線維性間質が比較的少なく，比較的増強のwashoutも早い傾向があるが，壁深層に
浸潤するに従いcyclooxygenase-2の発現が高まり，線維性間質が増える．

　 画像所見画像所見 　上記を応用し，隆起病変基部に遷延性～遅延性濃染がみられれば，漿膜下浸潤
（T2以上）の指標となりうることも報告されている．本所見はCT，MRIともに観察されうる
が，濃度分解能に勝るMRIでより明瞭に描出される．

診断のポイント
	● コレステロールポリープを代表とする非腫瘍性ポリープ（p.510「胆嚢ポリープ」参照）と癌性
ポリープの鑑別は，厳密には困難である（p.474「胆道・胆嚢疾患の鑑別診断」参照）．一定以
上進行・浸潤した癌性ポリープであれば動脈血流が豊富で，上記の遷延性・遅延性濃染が鑑
別点になる可能性があるが，それ以前の段階では従来の形態学的特徴（size＞1cm，広基性）
に頼らざるをえない．また，参考症例のような腺筋腫症やコレステローシスの合併が，漿膜
下浸潤を伴った癌と紛らわしい所見を呈する可能性もある．線維性ポリープ，肉芽腫性ポリー
プでは，非腫瘍性であっても遷延性・遅延性濃染を呈することも知っておく必要がある．こ
れらと癌性ポリープの鑑別には，早期濃染の程度が癌性ポリープでより高い傾向があること
も指摘はされているが，今後の検討が必要である．

	● 最近では，MRIの拡散強調像の有用性が報告されている．悪性腫瘍は拡散制限があり，良性
にはないという一般的ルールの適用であるが，小臓器であるため拡散強調像の空間分解能の
低さが問題となる．また，偽陽性の原因疾患としては腺筋腫症，黄色肉芽腫性胆嚢炎，偽陰性
の原因では胆嚢癌でも小病変，ムチン産生性癌が知られている（p.525「浸潤性胆嚢癌」診断の

ポイント 参照）．
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胆嚢癌の深達度と術式
T2までの比較的限局した進行胆嚢癌では，リンパ行性転移と胆嚢静脈を介した肝転移のコント

ロールが重要となる．特に，肝側の癌は容易に肝浸潤しやすいことに加え，肝浸潤がなくても肝側
筋層下結合組織内のリンパ管密度が高い，という解剖学的理由からリンパ節転移を起こしやすい．
そのため，肝胆嚢床の表面だけを切除する拡大胆嚢切除より，系統的肝切除（S5，S4a）や肝門部胆
管切除，積極的術後化学療法を推奨する報告もある．
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本書の構成と凡例

本書の構成と凡例
 ■ 本書は 5章に分かれ，総論および症例解説ページで構成されています．

 ■ 症例解説ページでは，初学者にも読みやすいように 1疾患ごとに見開きで解説しています．

 また，特に重要な疾患は 3ページ以上で解説しています． 

 ■ 診断のポイントとなる画像には“KEY FILM”のマークを，読影上または鑑別診断上，重要な事柄が

 書かれているところには“ポイント”のマークを付けてあります．

 ■ 各章には代表的な疾患とそのバリエーションや所見が類似している参考症例も含め，多数の画像を提
示しています．また，NOTEを適宜入れていますので，知識の整理に役立ちます．

症例解説ページの構成

特に参考にすべき文献
を挙げてあります．

鑑別診断のポイントを
解説してあります．

 が目印です．

CT・MRIを中心に，必要
に応じてさまざまな撮像
法の画像を掲載してあり
ます．

読影のポイントとなる
KEY FILMには  
　　 を付けてあります．

として，所見が類似する
疾患の画像を掲載して
あります．

参考症例

知っておくと役立つ知識
は囲み記事　 　で簡潔
に解説してあります．

N O T E

当該疾患に関する一般
的知識や画像所見につ
いて解説してあります．


